





























































































































n－’to (niNd•iN• tOlNd.lN) 
＠→p lこ （叫：ser<-→pu:see) 
r一歩S (re:dzo:ko→seigo・ko)




d•• k (d•aNkeN• kakeN) 
脱落 <;i (<;iko・kl→ko"ki)
Nの語尾 (dzuhoN, oiNh凹）
省略 一音目の子音 (happa, hasami, rappa）促音









p t k 
破裂音
(6/8 75覧） (3/3 100誕） (8/8 100＇覧）
有声
b d g 
(1/8 13覧） (2/3 67＇先） (2/8 25覧）
摩擦音 無声
骨 s i; c h 
(1/1 100偽） (4/4 100略） (4/4 100免） (3/4 75略） (7 /8 88活）
無声
ts ti; 
(1/1 100略） (4/4 100覧）
破擦音
dz d~ 






(6/8 7596) (5/8 63覧）
接近音 有声
w j (w) 
(1/1 100紛 (3/3 100覧） (1/1 100覧）










































































目的 場面 内容 頻度 人材 構造度
B.表出量の ④日常（積極的 学校生活での発話促進的関 毎日・随時 教員 低い
増加 機会確保） わり 全体 • ． 
帰りの会（司会を担当） ほぽ毎日 担任
⑤個別授業『国 課題「おはなしをしよう」な 週2回程度 部主事
語』 ど
A構音器官 ①歯磨き指導 構音器官の運動 ほぽ毎日 担任
















副担任が同席した。席の配置については、研究者と l-- l生徒 H研 l



























































































































」「パ I(pokett円 ok伽）I er伽 tto→凶otto)
(budo：→Ndo:) 新
nがteI (niNd~iN→t~iNd!iN) I新
k が~ I ~k~ ＝ ~i→d~ ＝ k!) I新
g が~ J （~＿！！：k~~：→~~k~~ ＝ 2 I新
b カ~ p (dzuhoN→dzupoN) 新
r が~. I ~e ： ~z~ ： k~→~e ＝~~？＝ ~~2 I新












(dzuboN, ~iNbUN) N 
長音 (aciru→kaciru) 
~ AftO, ~ 市長ーー・ 75喝










になった 14% 0% 0% 0% 
・2少し分かるよう ・2少し大きく。 ~89 °2 少し速くになった なった なった
・3変わらない ・3変わらない ・3変わらな
8% ，，ー、
・4あまり分からな ¥._Ul70 / ・4少し大きく ・4少し遅く




・1とても意 0% • 1 聞き取り 0% 0% 
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